



























Commission for Asia and the Far East: ECAFE）が打ち出した計画であり、
イランからシンガポール、南ベトナムまでを結ぶ総計 5 万5,000kmの縦
貫道路及びその支線を整備する計画で、うち11路線 3 万2,928kmが優先
整備道路となっていた ［早生 1969 : 207］。図 5 のように、インドシナ半島












断する最重要幹線であるA 1 、A 2 号線についてはビルマ国内に未整備区
間が数多く存在し、そう簡単にアジア各国を結ぶ国際道路網が実現するよ












   未舗装道路




























































































加盟して残るはカンボジアのみとなった ［鈴木 2014 : 145-146］1。そのよう
な状況の中で、同年 2 月に開かれた第 2 回アセアン運輸閣僚会議（ASEAN 
Transport Minister Meeting）でタイがアセアンハイウェーの整備を提案
し、同年 9 月の第 3 回会議でタイがこの計画の推進役を担うことが決まっ




2020年までに指定された区間を第 1 級までに、それ以外を第 2 級に整備す
ること、が決められた ［ADB 2013 : 21］2。
　この専門家部会は2000年にアセアンハイウェー小ワーキンググループ
（ASEAN Highway Sub-working Group）に改組され、その後もタイが
リーダーシップを取って計画を進めてきた ［RTL （2009）: 71-72］。その結
果、2007年にはタイの提案に従って青地に白でAHから始まる道路番号の
標識をアセアンハイウェーに設置することが決まった ［Ibid. : 72］。最終
的に、2010年の第15回アセアン運輸閣僚会議にアセアンハイウェー計画の
最終報告書が提出され、2011～2015年のアセアン交通戦略計画（ASEAN 
Transportation Strategic Plan） に 盛 り 込 ま れ た ［RTL （2011）: 41、




















AH3 チエンラーイ～チエンコーン～ボーテン 1020 115
AH12 ヒンコーン～コーンケン～ノーンカーイ～ナートゥーイ 2 559
AH13 ナコーンサワン～フアイコーン～ウドムサイ～ハノイ 117、11、101 577
AH15 ウドーンターニー～ナコーンパノム～ヴィン 22 239
AH16 ターク～コーンケン～ムックダーハーン～ドンハ 12 689
AH18 ハートヤイ～スガイコーロック～ジョホールバル 43、42 263
AH19 バンコク～レームチャバン～コーラート 7、331、304 391
AH112 タトーン～ダウェー～クローンローイ～バーンサパーンヤイ 33
AH121 サケーオ～ブリーラム～ムックダーハーン 3462、3395、348、218、219、202、2169、212 538


























出所：表 4 より筆者作成。 
  鉄道
$6($1ハイウェー
   


































































































































Khwam Ruammue Phatthana Setthakit kap Prathet Phuean Ban: SPP）を
新設し、アクメクスに基く国際協力や二国間協力を担当させることになっ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   計画・建設中道路






















































2000年にようやく着手された ［RTL （1998）: 74, RTL （2000）: 62］15。こ
の結果を受けてタイの贈与・借款による建設が行われることになり、2003
年 7 月の閣議で贈与30％、借款70％の支援を行うことが了承された ［RSP 
































































路の調査設計を開始した ［RSP （2014）: 12］。これは、現在の国境ゲート
の南東約 8 ㎞の地点のバーンイアム／ストゥンボットに新国境ゲートを整
備する計画で、カンボジア側にも国道 5 号線との間に約 2 ㎞の接続道路を
整備する必要があることから、タイの支援による調査設計を行ったもので
ある24。調査設計は2015年 3 月に終了し、2016年 2 月に借款契約に調印し



























































起源であった ［RFT 1970 : 454］32。その後、ルートの検討が行われ、図






出所：RFT [1970]: 454-464 より筆者作成。 
  既存の鉄道
アジア縦貫鉄道計画
   （新規建設区間）





























































　タイに関係するものは、RW 1 号線のタイ～中国間、RW 3 号線のタイ
～ベトナム間、RW 6 号線のタイ～ラオス間、RW 8 号線のタイ～ミャン
マー間であるが、RW 3 号線以外は複数の候補が設定されていた。RW 1
号線についてはラオス経由とミャンマー経由があり、このうち 2 つは道路












ンク（Singapore–Kunming Rail Link: SKRL）計画である ［OECD 2010 : 
133］。この会議でマレーシアがアセアン・メコン流域開発協力（ASEAN 
Mekong Basin Development Cooperation）の設置を提唱し、翌年開かれ
た第 1 回目の会議でこのシンガポール～昆明鉄道リンクがこの開発協力の
中心的なプロジェクトとされ、マレーシアが具体的なルート調査を行うこ
とになった ［Ibid．、白石編 2004 : 213-214］。マレーシアによる調査の結果、
シンガポールからタイ、カンボジア、ベトナム経由で昆明に至る東廻りルー
トが選択され、2000年のアセアン交通閣僚会議で採択された ［石田 2016 : 
284］。その後、2005～2010年のアセアン交通アクッションプラン（ASEAN 
Transport Action Plan : ATAP）において、ベトナム経由の東廻りルー
トにタイ～ミャンマー間、ベトナム～ラオス間の 2 つの分岐線を加えたも















出所：OECD [2010]: 133-134 より筆者作成。 
  既存の鉄道
優先整備区間
   第 次整備区間














































































おり、タイ側ではラオスとの接続鉄道を1994年に着工した ［RRF （1994）: 
31］。新たに旧駅の手前に新ノーンカーイ駅を建設したうえで、第 1 メコ
ン川橋梁の中間点まで1．4ｋｍの線路を敷設する工事は2000年までに完了




























手され、翌年終了した ［RSP （2011）: 137］。しかしながら、後述するよ
うに2010年に中国が主導する鉄道計画が浮上したことから、ラオス政府
はターナーレーン～ビエンチャン間鉄道計画の再検討を行うことを表明し
た50。このため、両国で交渉の結果、贈与・借款計画を第 1 期と第 2 期に
分け、当面第 1 期計画のターナーレーン駅のコンテナヤード整備のみを行い、
第 2 期計画のビエンチャン延伸を見合わせる形での契約調印が2012年 6 月
に行われた ［RSP （2016）: 19-21, 81-82］。このコンテナヤードはターナーレー

















































出所：IRJ (OE), GNLM (OE), NLM (OE), RGI (OE)より筆者作成。 
  既存の鉄道
建設・修復中区間
   



















































ることに反対の声も存在した ［山田 2013 : 19-20］。このため、その後も費
用負担に関する交渉が行われ、着工される見通しがなかなか立たなかった。





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 　 アセアンハイウェーの規格はアジアハイウェーの規格に準拠しており、第 1 級は




4 　 ただし、この時点ではアクメクスという名称を使用しておらず、2004年 5 月にベト






7 　 この機構のほかに、国際開発協力局（Krom Khwam Ruammue Rawang Prathet）
とタイ輸出入銀行（Thanakhan Phuea Kan Song-ok lae Namkhao haeng Prathet 




はこれ以外にラオス向け飛行場整備 3 件と上水道・排水路整備 3 件しか存在してい
ないことから、陸上交通部門、とくに道路への支援が圧倒的に多かったことになる。
10　なお、他にもラオスに対しては空港整備、排水路整備、上水道整備事業も行われている。
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23　Ibid.
24　 タイ側はアランヤプラテート市街を迂回するバイパスも含めて計30kmの新道を建
















行は1942年 4 月10日からであった［PCC 1942/04/08 Krom Rotfai Poet Doen Rot 
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